
Title 明治初期における「塾」の実態 : 東京の女子教育との関連で
Sub Title On the realities of "private schools" at the early Meiji Period : in relation to the

education of girls in Tokyo
Author 藤原, 敬子(Fujiwara, Keiko)

Publisher 慶應義塾大学大学院社会学研究科
Publication year 1980

Jtitle 慶應義塾大学大学院社会学研究科紀要 : 社会学心理学教育学 (Studies in sociology,
psychology and education). No.20 (1980. ) ,p.11- 21 

JaLC DOI
Abstract
Notes 論文
Genre Departmental Bulletin Paper
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00069

57X-00000020-0011

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その
権利は著作権法によって保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic
societies, or publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the
Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


明治初期における「塾」の実態

一東京の女子教育との関連で－

OntheRealitiesof“PrivateSchools”attheEarlyMeijiPeriod

-InRelationtotheEducationofGirlsmTokyo-

藤原敬子

Ｋｉ９ｊｌｂｏＦ滅加α、

ＩｔｉｓｓａｉｄｔｈａｔｔｈｅｍｏｄｅｒｎｓｃｈｏｏｌｓｙｓｔｅｍｉｎＪａｐａｎｗａｓｓｔａｒｔｃｄｂｙｔｈｅｉｍｐａｃtofthel872

educationaldecreewhichmodelledafterEuropeanschoolSystems、Ｔｈｉｓｉｓａｌｓｏｖｅｒｙｉｍ‐

ｐｏｒｔａｎｔｏｎｔｈｅｈｉｓｔｏｒｙｏｆｗｏｍｅｎ，seducatiollbecausethedecreedecｌａｒｅｄｉｎｔｈｅｐｒｅｆａｃｅｔｈａｔ

ｍｅｎａｎｄｗｏｍｅｎｍｕｓｔａｔｔｅｎｄｓｃｈｏｏｌ、

SchoolsinJapanbeforel872weremainlyconsistedoftheSh6heikO，fiefschoolsand

privateschools・Ｂｕｔｍｏｓｔｏｆｔｈｅｓｅｓｃｈｏｏｌｓｗｅｒｅｏｐｅｎｄｏｎｌｙｆｏｒｍｅｎ‘Usuallywonlenof

allclasseswerecｈｉｅＨｙｅｄｕｃａｔｅｄａｔｈｏｍｅ・ＦｒｏｍｔｈｅｌａｔｅＴｏｋｕｇａｗａＰｅｒｉｏｄ，however，with

thedevelopmentofcommerce，Terakoyaschools-akindofprivateschools-increasedtｏａ

ｇｒｅａｔｅｘｔｅｎｔａｎｄｗｅｃａｎｈｎｄｔｈａｔｍａｎｙｇｉｒｌｓｌｅａｒｎｅｄｔｈｅｔｈｒｅｅＲｐｓｔhere、Especially，in

thegeratcities，ｔｈｅｎｕｍｂｅｒｏｆｇｉｒｌｓａｔｔｅｎｄｉｎｇＴｅｒａｋoyaschoolswasverylittlebelowthat

ofboys・Thereisaprofoundsense，therefore，ｉｎｗｈｉｃｈｔｈｅｎｅｃｅｓｓｉｔｙｏｆｓｃｈｏｏｌｉｎｇｏｆｇｉｒｌｓ

ｃａｍｅｔｏｂｅｒｅｃｏｇｎｉｚｅｄｌｔｗｏｕｌｄｂｅｆａｉｒｔｏｓａｙｔｈａｔｔｈｅｓｅｓｃｈｏｏｌｓ，ｉｆｎｏｔｏｆａｓｃｈｏｏｌ

“system，,itself，ｐｅｒｈａｐｓｌａｉｄｔｈｅｇｒｏｕｎｄｗｏｒｋｆｏｒａｍｏｄｅｒｎｅｄｕｃａｔｉｏｎｉｎｔｅｒｍｓｏｆｂｏｔｈ

ｑｕａｌityandquantity・

Ｕｓｉｎｇｔｈｅｍａｔｅｒｉａｌｏｆ“KaigakuMeisaisho，,，ｔｈｉｓｐａｐｅｒａｉｍｓｔｏａｎａｌｙｚｅｔｈｅｒｅａｌｉtiesof

girls，educationinTerakoyaschoolsandtheotherprivateschoolsinTokyobeforeenacting
aｎｅｗ``SchoolSystem,，．

を対象とした教育機関・施設の成立・普及という基盤が

あったからこそ，幾多の困難な状況下にありながらも，

ともかく，ある程度の成果をあげえたものと考えられる

のである。本稿では，「学制」が男女ともに就学すべき

ことを速めており')，従って近代女子教育のスタートで

もあるとされているところから，この点に注目して，

「学制」前の近世的教育機関・施設での女子教育の実態

と，この実態がその後の我が国の近代公教育に与えた影

響について，その実相と意義の一端を明らかにすること

に目的がある。そのためにここでは，特に，寺子屋その

他への女子の就学が盛んであった東京を取りあげ2〕，究

明を試みたいと思う。

はじめに

我が国の近代公教育制度は，１８７２（明治５）年の「学

制」によってスタートしたと言われている。近代以前の

組織的・計画的な教育については，男子を対象として

は，昌平坂学問所・藩校・私塾・寺子屋などの教育機関

・施設が開かれていたけれども，女子を対象としては，

元来家族制度の「家」観念に基づく伝統的な家庭教育が

主とされていたのである。ところが，近世も末頃になる

と，女子も寺子屋・私塾などの教育機関・施設で学び始

める動向が生じた。

「学制」は，西欧先進諸国の教育制度に範をもとめた

ものではあったが，すでに我が国には上記のような男女
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域で，人口が171,590人（全中学区人口の21.6％）に達

する。６中学区中最も人口の多い地域である。また，政

治･経済･文化の中心地であり，他の中学区と比較して，

官貝・工・商・雇人が一番多く，農業人口が皆無という

特徴を持っている。第二番中学区は，芝･高輪･麻布･目

黒に広がる城南地域で，人口120,623人（15.2％)。商・

雑業者が多く，店借率が二番目に高い。城西の第三番中

学区には，赤坂・四谷・牛込の地域が含まれ，旧士族の

居住地であり，職業別にみると雑業者が最も多い。人口

106,554人（13.4％)。城北の第四番中学区は小石川・本

郷・駒込・板橋・王子に広がる地域で，人口89,672人

(11.3％）と６中学区中最も人口の少ない地域である。

同じく城北の第五蕃中学区は浅草・上野・吉原を含み，

人'二1167,849人（21.1％）である。これらの第四番・五

番I|'学区は，農業従事者の比率がともに他の｢'二I学区より

高いのが特徴である。本所・深川一帯の第六番中学区

は，人口138,540人（17.4％）で，第四・第五番中学区

に次いで農業従事者が多く，また店借率が最も高いこと

から都市の下層民が多い地域と考えられる｡IC）

塾の分類については，届出の頭書によって，家塾すな

わち寺子屋，私塾すなわち寺子屋以外のものと分けるこ

とも可能であるが皿)，家塾にも洋学や医学を教授する塾

も含まれていることから，ここでは学科ロによって分類

することにした。すなわち，筆道を中心とする寺子屋と

専門的な学問技芸を教授することに重点を置いた私塾と

である。寺子屋は，筆道の他に素読・算術をも教授する

Ｌ主要資料と分析の方法

本稿で用いた主な資料は，都政史料館編『東京府開学

明細書』全７冊(昭36～38年刊)である。従来，自然発生

的であった寺子屋・私塾は，政府の統iljll下に入ることと

なり3)，Uil治５年の「学制」によって，私学・私塾．家

塾という呼称で民''11開設の学校としての取扱いを受ける

ことになった‘)。そして，「学制」第43章，文部省布達第

24号（明治５年９月附）により，私塾・私学の開業の願

ある者は，地方庁を通じて文部省に届出，文部省が検査

の上許可し，家塾については地方限りで許可することと

したの。これにもとづき，明治５年末から６年にかけて，

東京府は朋学願書を提出させるとともに，これと並行し

て開学明細調を行なった。この明細調の結果を収めたも

のが，本稿資料の「東京府開学明細評』である。ここに

は，東京府下の私学・私塾・家塾の所在地・塾名・塾主

名・教師の性別・身分・経歴・学科・男女別生徒数．生

徒年齢・教授脅籍などが－塾ごとに記録されている。

また，それは－番から六番までの中学区に分かれて記

載されてあり，資料分析において地域比較をするため，

まず，各中学区の特徴を踏まえておく必要がある。この

中学区は東京府が明治４年に決定した大|X小区ilil度を準

拠とし，６つの大区をそのまま６つの111学区に決めたも

のである`)。各中学区の範囲・人口7)・職業分類比の．店

借率，〕から次のような各中学区の特徴が見出せる。第一

番中学区は，皇居の東方で日本橋･両国･神田にわたる地

第１表教師別塾数と生徒別塾数

、

L」

日
】 DＯＣ

男教師
の承

男女教師
女教師
のみ

男子生徒
のZＡ

女子生徒
の象

男女共学 生徒
ナシ

不明
計

１ 176 ６ 3５ 3８ ０ 176 ３ 217

２ 127 0 1１ 2５ ０ 109 ４ 138

３ 146 ０ 1２ 3８ ０ 119 １ 158

４ 132 ０ ４ 1５ 0 119 ２ 136

５ 164 ０ 1４ 2３ １ 151 ３ 178

６ 165 １ ７ 2８ ０ 143 ２ 173

卜『’ 910 ７ 8３ 167 １ ８１７ 1５ 1,000
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が初歩的な学科を教えていたことがわかる。

第３表は，女教師に学ぶ男子生徒数と女子生徒数を示

したものである。女教師は女子生徒のみでなく男子生徒

も教えているが，女教師に学ぶ生徒は，やはり男子より

明治初期における

ところで，読書算を教授する所謂初等教育機関であり，

教授書籍でみると，いろは，名頭，往来物，漢鯖では，

孝経・小学・四書・五経程度，算術では八算程度の教授

を施すところである'2)。私塾は，寺子屋以外の塾で，漢

学・皇学・算学・洋学・医学などを教授するところであ

る｡

以上の伽提的注記の上で，資料を教師・生徒・学習内

容の三つの面から分析し，明治初期における従来からの

教育機関（寺子屋・私塾）での女子教育の実態を調査す

る'3)。

n．教師について

教師については，本稿では，男教師・女教師と生徒と

の関係に主眼を置いて検討する'4)。まず，全塾'5)を男教

師のみの塾，男女両教師のいる塾，女教師のみの塾に分

類整記したものが第１表である。女教師のみの塾は全塾

の8.3％と催かではあるが，存在していることが注目さ

れる。また，全塾の内，男子生徒のみの塾は167塾，女

子生徒のみの塾は１塾'6)，男子生徒も女子生徒も学んで

いる塾は817塾と，圧倒的に男女共学の塾'7)が多い。

教師実数（第２表）からすると，女教師は全教師の

7.7％である。地域別にみると，女教師92人の内42人が

第一審中学区であり，ここには女教師の生まれる特別な

社会的背景があったことが示唆されている。また，女教

師の教授学科目は80人が筆道のみであり，女教師の殆ど

第２表男女別教師数

洪箇

００％

（）は外人教師

第３表女教師に学ぶ男子生徒数と女子生徒数

鴬
男女教師塾に学ぶ生徒女教師塾に学ぶ生徒

総計

計計男 男女 女

479 8５４１3,245１ 8７３１１，５１８１２，３９１ 375

361 581２ 220 ０ ０ 581０

420 0 ０３ 250 670 ０ 670

４ 6２ 9５ 157 ０ ０ 157０

270 363 ０ 0633 ０ 633｡

110 179 289 125６ ９５ 220 509

計 1,7851２，９３６１４，７２１ 604 4７０１１０７４１５，７９５
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第４表女教師と女子生徒

篭雪|…｜蝿… 計 男教師塾｜総計

〕Ｏ兜
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１，７７８

(100）
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３
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(4.9）

９５
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１，８４２

(100）

1,937
４
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５
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Ｖ
ｊ

Ｐ
Ｐ
Ｌ
Ｌ Ｘ

６
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１
Ｊ

(15.5％）

２，９３６

(18.0％）

３，４０６

(2.5％）

４７０

(82.0％）

１５，４９２

(100％）

１８，８９８
計

第５表女教師の身分
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１
Ｊ
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も女子の方が多くなっている。女教師に学ぶ女子生徒は別に示したものである。まず，男子生徒数と女子生徒数

3,406人で男子生徒2,389人より１，０１７人も多い。さらを比較すると，寺子屋に学ぶ男子生徒は20293人で，女

に，地域別に検討すると、女教師塾に学ぶ生徒総数の子生徒は18,058人であり，男子１００に対する女子の就学

内，男子生徒・女子生徒ともに第一審｢|I学区が最も多率は89.0％と非常に高い。この率は『日本教育史資料』

く，５０．６％に達している。からの算'11の場合とほぼ一致する'9)。私塾においては男

次に，女子生徒の就学と女教Iliiとの関係をみるため子生徒6,737人，女子生徒６３６人であり，男子１００に対

に，女子生徒の|ﾉ１，女教師塾で学ぶ者．男女教師塾で学する女子の就学率は9.4％と極めて低い。また，男子

ぶ者・男教師塾で学ぶ者の数を調べ一覧表にした（第４生徒の内，寺子屋に学ぶ者は75.1％，私塾に学ぶ者は

表)。これによると女子生徒の内，第二番中学区から館24.9％と４人に１人が私塾に学んでいるのに対し，女子

六番中学区では，男教師塾に学ぶ者が80％以上であるの生徒の内96.6％が寺子屋に学んでおり，私塾で学ぶ者は

に対し，第一審中学区では69％に減少し，女教師に学ぶ3.4％にすぎない。以上のことから，女子には筆道を中

者が31％と他の巾学区より高い数値を示している。つま心とする初歩的な教養のみが要求され，男子ほど高い知

り，第一審中学区の女子生徒は，ほぼ３人に１人が女教識・学問が要求されていなかったことが推察できる。

師に習っていることになり，この中学区においては女子男子の生徒年齢と女子の生徒年齢を比較してみると，

生徒の就学と女教師の間に深い関係があったように恩わ男子の場合６～９才が一番多く，次いで10～13才である

れる。のに対し，女子の場合は６～９才よりも10～13才の方が

女教師の身分は，平民'8)が42.4％であり，次いで士族多く，約半数の48.5％にも当たる。このことは，女子の

が9.8％で，平民が圧倒的に多い。 方が男子よりも寺子屋に入って学び始めるのが遅かった

という事実を反映しているものとも解される。ともか
ＩＩＬ生徒について

<，１０～13才においては，寺子屋で女子生徒数が男子生

生徒については，六中学区を総括的な面からと地域的徒数を上回っているのである。また，私塾においては，

な面から見ていくことにする。１４才以上と年齢が高くなるにつれて男子生徒数は増加す

第６表は，６１'1学区全体の男子生徒・女子生徒を年齢るが,女子生徒数は急減している。泓塾においても,女子

第６表男女別生徒数

Ⅸ
女子生徒男子生徒

寺子屋’私塾 寺子屋’私塾計 計
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計
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第７表寺子屋における各中学区の年齢別生徒数 （）＝％

鱗
男子生徒 女子生徒

１１２１３１４１５１６１計 １１２１３１４１５１６ 計
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}よ低い年齢で理解のできる初歩的な段階の学習に止まっ

ていたようである。

次に，１１１学区ごとの地域的な面から検討してみる。ま

ず，各FII学区における年齢構成についてであるが，第７

表は寺子屋における各中学区の生徒総数を１００とし，各

々の年齢層の示める割合を算出したものである。男子生

徒については，第一番１１１学区と第二番｢'１学区で６～９才

の生徒数が50％以上であり，１０～13才の生徒数より多く

なっている20)。女子生徒についても第一・二番中学区で

は６～９才の生徒が最も多いが，第三・四・五・六番11コ

学区では１０～13才の生徒の方が５０％以上と多くなって

いる。つまり，商業地域の子供の方が農業従事者や旧士

族の多い地域の子供より寺子屋で学び始めるのが早い傾

向にあると言える。それだけ，商業地では読書算の必要

性が高かったのであろう。また，ｌｌＺｌ士族の多い第三番''１

学区では，学び始めるのが遅いが，１４才以上の高い年齢

でも学んでいる生徒が多くなっているのが注目される。

私塾における各中学区の年齢構成(第８表)では，男子生

徒はどの中学区でも19才以上の高い年齢の者が最も多く

なっているが，女子では寺子屋の場合と同様10～13才が

最も多い。これは高度の専門的知識が女子には要求され

ていなかったからであろう。しかし，特に女子の場合，

第一審中学区で他の｢'1学区に比ぺ，１７才以上の高い年齢

の生徒が多く，６中学区中の17才以上の生徒の半数を占

めている。政経文化の中心という社会的背景が，女子も

専門的な知識を学ぶという傾向を高めていったものと考

えられよう。

次に，各年齢層における地域比較をしてみる。第一番

中学区から第六番巾学区までの各年齢層での生徒数の合

計を１００として，各中学区の生徒の占める割合を算出し

たのが第９表である。私塾では特に目立つ点はないが，

寺子屋の場合，特に，第一審中学区と他の中学区との間

に明瞭な差が現われている。各中学区別の生徒総数を比

較すると，男子・女子共に第一審ＦＩＩ学区が30％を占めて

いる。これは第一審中学区が６中学区中最も人口が多い

から当然ではあるが，人口比21.6％より高いわけである

から，それだけ第一審中学区が他の中学区より就学が盛

んであったと解せる。

以上，地域的な比較からすると政治文化の中心，商業

地では，男子・女子共に就学が盛んで，しかも就学年齢

も旧士族や農業従事者の多い地域よりも早いという事実

が判明する。

私塾に学ぶ女子生徒数の少ないことは，すでに述べた

が，私塾に学ぶ生徒は一体どのような私塾に学んだので

あろうか。女子の学んだ私塾を内容別に，（A)漢学・皇学

塾21)，（B)洋学のみの塾，（C)洋学と漢学・皇学または算術

を合わせ教授する塾，⑪算術のみ22)，その他23)の塾の４

つの型に分類した(第10表)。（A)の漢学・皇学塾に学ぶ女

子生徒は人口の最も少ない第三番中学区・第四番中学区

が最も多くなってている。これは，旧士族の多い地域や

農業従事者の多い地域では新しい洋学よりも伝統的な漢

学・皇学塾に行く傾向が強いことを示している。また，

⑧の洋学のみの塾に学ぶ生徒は106人で女子生徒総数か

らすると少ないけれども，明治維新を契機とする文明開

第９表寺子屋の各年齢層における学区別生徒比率 (％）
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第10表私塾類型と女子生徒

1８

二imfl1ii毛’１ 汁４３２ ５

Ｉ

Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ

ｌ

９
８
７
０

０
０
３
１

４

２
１
３
０

１ ０
１
３
０

２ ２
０
２
０

１
８

３
０
１
０

５６

１０

１３９

１

才
６
１
９

０
４
６
５

１
３

０
０
５
４

４

０
５
２
０

２ 【
Ｉ
Ｏ
】
ん
五
Ｐ
ｂ

も
１

８
５
３
０

１
０
４
０

９

５６

４６

１５４

１４

Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ

10

1

13

Ｉ

Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ

Ｉ

４
８
１
０

１
０
４
１

１

５
４
２
２

２
３
３
０

０
８
０
７

２
３
４

５
３
６
０

２

３
０
４
４

１

ｕ
ｌ
６
１

１
０
０
０

１
０
１
０

３
０
３
０

０
０
１
０

１
６
７
０

０
０
４
０

６
６
６
０

１

Ａ
Ｂ
Ｃ
，

Ⅳ
’
四

ｌｉ

０
０
０
２

４
６
０
７

１

０
０
０
１

０
０
６
０

１

０

１

１

０
０
０
０

３
６
３
３

1９

１

１４

０

１９１

３

０
６
１
５

４
１

８
３
８
１

１
１

142

106

359

２９

９
０
８
３

３
１

８
７
９
８

２
７
２

３
０
２
９

１１

Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ

小

計

(100％）

６３６

(6.3％）

４０

(32.7％）

２０８

(9.4％）

６０

(9.8％）

６２

(19.5％）

１２４

(22.3％）

142
総計

Ａ……漢学・皇学塾

Ｂ……洋学の承の熟

Ｃ……洋学と漢・皇学または算術の混合塾

、……算術・その他の塾

開かれた私塾がある。一つは，明治３年，桜田本郷町

(第二番中学区)に創設されに水交女塾である。明治５年

の「開学願書」に次のようにある。「……今般女学私塾

１１１設度候得共未浅学二依而本意ヲ不遂侯折柄幸静岡県士

族小林省二女ま佐事願済ニテ私方二寄留小女卜同志二付

幼童二英学教導為致度……」とあり，女子の私塾である

ことがわかる。生徒数は女子14人，男子６人で，男子で

も13才までなら入塾できた。学科目は英学の外に皇学．

洋算・躯道とし，教授11}鰭は国学入門・孝経・国史略.

Ⅱ本外史・英学リードル・理学初歩・文典・地理書．歴

化の息吹が感じられる24)。また，これは第一審'１ｺ学区で

77人（洋学塾に学ぶ女子生徒総数の72.6％）と圧倒的に

多く，商業地から，新しい学１１１１である洋学に女子の目が

向いていくということである。洋学の種類は英学が験も

多く，次いで独学・仏学であり，その他の洋学はな

い配)。

これらの私塾においては，男子生徒の中に女子が－人

か，あるいは数名入って学ぶといったもので，女子のみ

を対象とした女子専用の私塾は殆どなかったと言える。

もっとも，僅かに二塾だけではあるが，女子のために
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第11表塾において採択された教材・教科書
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史・窟理曹を挙げている。もう一つは，明治４年，神田

に開かれた芳英社である。明治５年の「開学願書」に次

のようにある。「女児洋学取立方之儀奉願侯書付，方今

洋学御張皇之折柄児女洋学舎取開度志願二付……此度神

ＩＨ佐柄木lⅡJ私拝借地二於婦人英学設立仕度……」とあ

り，明らかに女子のための英学塾であることがわかる。

生徒数は57人でその内女子が56人で，男子は１人だけで

ある。教授内容は，リートル・文典・万国史・米国史・

地理書となっている26)。

このように，女子を対象とした塾も少しではあるが出

現しているのは注目に値する。

１V・学習内容について

学習内容については，各塾ごとに教授書籍が記載され

ているので，主として教材の面から検討することにす

る。第11表は女子の学んでいる塾27)において，使用され

た教授書籍を内容別に，消息・教訓・歴史・地理・産業

・社会・女子川に関するものの七系列に分類したもので

ある期)。教授書籍は実に多種多様で，－塾でのみ用いら

れているものも多くあるが，本稿では紙面の都合上，使

用数の多いものだけを取り上げることにする。

消息に関するものは，殆どすぺての塾で用いられてい
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る。これは当時，唯一のコミュニケーションの手段とし

て手紙が重要な役割を果していたからであろう。よっ

て，学習の初歩の段階で手紙の書き方を学ぶのであり，
同時に手紙の内容から実用的な知識も養われることにな

る。『消息往来』と『庭訓往来」が圧倒的に多く，『消息

往来』は314塾(全塾の41.9％）であり，『庭訓往来』は

30.7％もの塾で用いられていた29〕。これらの往来は，あ

る地域で特に多く用いられたというのではなく，むし

ろ，地域・職業・身分を越えて，社会生活に必須のもの

として学ばれたと言えるであろう。歴史に関するものに

ついては,－審多く用いられている『千字文』でも9.7％

の塾にすぎず，概して，歴史に関するものはあまり用い

られてない。これは，歴史が直接日常の生活に必要とさ

れないからであろう。地理科では，やはり，地元東京の

地理が日常生活と深い関係のあることから，他の地域の

地理より重視されている。そして,｢江戸」ではなく「東

京」と書名につくのは新しいものであるが，それが36.7

％もの塾で用いられている。特に，第一番中学区では約

半数の塾で用いており，東京の地理への関心が強い。産

業科で特に目立つのは『商売往来』であり，教材の中で

一番多く使われており，42.9％にも達する。これは,「11Ｆ

売往来』が商人のみに役立つというだけでなく，商品の

名が多く示されているということから消費者にも役立

ち，使用されたからであろう。女子用のものについて

は，最も多く挙げられている『女今川』でも３．７％の塾

にすぎない。女子用の書籍は，２８種類記載されている。

また，男子生徒への教授書籍と女子生徒への教授書籍と

別記している塾でも，殆ど同じ教材を用いており，概し

て，女子用書籍以外は男子生徒も女子生徒もほぼ共通の

教材を使用していたと解せられる。

第11表を総括すると，消息や教訓・歴史に関するもの

など近世からの伝統的な教材が主流ではあるが，『東京

方角』や『世界国尽』・『世界商売往来』などの新しい教

材も用いられており，近代への過渡期であることが示さ

れている。さらに，新しい教材は特に地理・産業に関す

るものの中から生じてきているのが特徴である。その

他，最も基本的なものとして，『いろは･(イロハ･仮名)』

(316塾)，『名頭』（317塾）を挙げている。

漢籍は主に読書用として用いられたが，その主なもの

は，『四書』（148塾)，『五経』(104)，『孝経』(99)，『三字

経』(66)，『小学』(54)，『論語』(42)，『大学』(35）などで
ある。

以上は習字用・読書用の教材でもあるが，洋学や算術

などでは教授書鰭名を挙げている所が少ない゜洋学の場

合，綴字・リードル・文典・会話などの語学学習だけで

なく’英国史・米国史などの歴史や地理・究理書・地学
・経済学を合わせて教授している所も多いsの。

Ｖ・結び－近世から近代へ－

以上，教師・生徒・学習内容の三つの面から寺子屋．

私塾における女子就学の実態を見てきたのであるが，全

体を通して言えることは，近世からの継続面と近代の新

しい面とが混在していると言うことである。殆どが近世

からの継続面であるけれども，その中に少しづつではあ

るが，近代の新しい面が生じてきている。新しい面と

は，女子の中でも洋学塾で学ぶ者が生じてきたこと。そ

して，僅かではあるが，女子のための洋学塾も開かれる

ようになったこと。また，教材においても殆どが近世か

ら用いられていたものであるが，地理や産業の中で世界

を題材とした新しい書籍が用いられるようになったこと

などである。これらの新しい面は，旧士族や農業従事者

の多い地域よりも政治文化の中心地，商業地から芽ばえ

てきているのが注目される。

また，寺子屋においては女子の就学数が男子の耽学数

に迫っていることや，殆どが男女共学３１)であったことな

ど，すでに，近世の中に近代へ移行していく面があった

とも言える。そうして，このような男女共学の教育は近

代の小学校に継続していく－面でもあろう。女子も教育

機関において学ぶという習慣が，すでに高まっていたと

いうことに意義がある。

まさに，この明治の初期は，近世から近代への過渡期

であり，政府による上からの近代化と共に，従来，自然

発生的であった庶民の教育機関においても近代への崩芽

が生じつつあったことを痛切に感じる。（なお，このこ

とは東京府の場合であって，全国レベルでの考察ではな

い｡）

註

1）「学制」の序文にあたる「被仰出書」の中で「……自
今以後一般ノ人民（華士族農工商及婦女子）必ス邑
二不学ノ戸ナク家二不学ノ人ナカラシメソ事ヲ期ス
……」とある。

2）深谷昌志箸『良妻賢母主義の教育』昭43,33頁，
３４頁。『日本教育史資料』からの算出により，男子

１００に対する女子の寺子屋進学率は全国的にみて東
京が８８．７％と最も高く，次いで京都７４．４％，大阪
53.4％と続く。一般的に都市及び都市近郊の進学率
が高く，東北・九州・四国などの進学率は低い。

3）明治３年12月の大政官布告(『太政官日誌』明治３年
第66号）において，初めて，「諸技藝師家私塾」に
対し，開業には地方官の許可が必要であるとした。



｢塾」の実態２１

女子のみであるとしても，極めて少数であり，たま

たま男子生徒がいたかった場合とも考えられ，女子

専用塾とは断定し難い。

17）男女共学塾とは，男子生徒も女子生徒も学んでいる

塾という意味であり，必ずしも男女同席とは言え

ない。乙竹岩造署『日本庶民教育史」下巻，昭４，

１０９０頁参照。

18）「商」「雑業」と記jIiItされているものも「平民」に
含める。

19）註２）参照。

20）寺子屋で19才以上の男子生徒数が多くなっているの

は，所謂書道塾や程度の高い漢籍をも合わせ教授し

ている塾があるためである｡

21）学科１１を漢学・支那学・皇学などと記してある塾

で，教授書縮で言えば，漢学塾は，四書・五経・蒙

求・十八史IIIff・元明史略・春秋左氏伝などである。

皇学塾は，古事記・日本書記・国史略などである。

分類上，漢学塾と皇学塾に分けてもよいが，漢学と

皇学の両方を教授する塾が多いため，また，洋学塾

に対照させる意味もあって，所訓和漢学として漢学

塾と皇学塾を一緒の系列にした。

22）算術の塾とは，学科として算術の詮を記鹸している

塾で，学習内容を八算の他に開平・開立・天元・幾

何学・測量などとしている。

23）その他としては,法学と艇学を教授している第二番

中学区の迎噛塾（女子生徒は６人）と，支那学と医

学を学科とする第六番中学区の通義社（女子生徒は

２人）の２塾がある。

24）名倉英三郎署の前掲書，１９頁第４表参照。洋学系列

の塾（143塾）の内，明治以前に開業したのは４塾の

みである。しかも，この４塾には女子生徒はいな

い。女子生徒の学んでいる洋学塾はすべて明治以降

の開業である。

25）洋学のみの塾のうち，英学が13塾(女子生徒100人)，

独学が３塾（４人)，仏学が１塾（２人)である。

26）東京都政史料館編『東京の英学』（都市紀要18）・昭
３４。『東京府I)Ⅱ学明細書』には記jlikされていないが，

明治６年までに開業された東京の女学校は，ミッシ

ョン系のＡ六番女学校，Ｂ番女学校と官設の東京女

学校，開拓便女学校と上U11唆による上[１１女学校とが

ある。これらは英学を主としていた。

２７）女子生徒が記赦されている塾（洋学・算術以外）で

教授瞥籍を記載してないのは除く。調査塾数750塾。

２８）石川M|〔・石川松太郎編『日本教科露体系』第１巻～

１５巻・別冊・別冊Ⅱ（昭42～昭52)。

２９）教授書籍名を挙げずに，「往来物類」とか「諸往来
物」とだけ記している塾もあり，第11表の往来物の

使用数はさらに多いと思われる。

３０）算術については註22を参照。

３１）『東京}付開学明細書』の塾を寺子屋と私塾に分類し

た場合，総寺子屋数の内，男女共学の寺小屋が96.2

％を占め，男子生徒のみの寺子屋は３．５％，女子生

徒のみの寺子屋はない。

明治初期における

その後もIﾘ]治４年９月・１１月の文部街布達，［ﾘ)治５

年３月の文部省布達第６号（『文部省布達全書』明

治４．５年）でさらに)i日出を強化し，政府の統制下

に入れた。

4）明治５年３月の文部省布達第６号によると，私学・

家塾について「…但府縣学之外皆私学トス。唯一家

或ハニ家迄之子弟ヲ教候者へ家塾二脇シ候間…」と

していたが，明治５年８月の「学制」では，私学は

官立学校に対応するものであり，私塾は教師の免状

を持ったものが自宅で生徒を教授する場合であり，

家塾は教師の免状を持っていない者が自宅で生徒を

教授する場合であるとした。『東京府附学明細書』

第１巻22頁。「学制」第２３．２８．３０．３２章参照。

５）文部省布達第25号・第２7号(明治５年９月)，文部省

布達第30号・第３4号(明治５年10月）『文部省布達全

書』明治４．５年，参照。

６）東京都編『区制沿革』都市紀要３，昭５，１０８頁，ま

た六大区の他に若干の地域が加えられた。それは，

品川ロ郷村四小区（第二番中学区)，内藤新宿ロ八

小区（第三番中学区)，板橋ロ郷村一区（第四番中学

区)，千住口郷村三区（第五番中学区)，葛飾郡三区

（第六番中学区）である。

７）東京都教育研究所編『東京教育史資料大系』館１巻

・昭46,221頁。

８）南和男署『幕末江戸社会の研究』昭５３，７頁，８頁，

明治５年六大区の職業分類比。

９）同前，６頁，江戸では町方住民を地主（家持)，家

守（家主)，地惜，店fHrの四階層とし，店僧率が高

いことは都市の下層民が多いことを示す。

10）同前，９頁

11）『東京府開学明細書』第１巻，４０頁，４３頁。

12）行醗槽,纂草跡，八分，豪ＴＩＩ，唐詩文章などを教

授習籍とする所iill1書道塾（学科は筆道と記載されて

いる）や，「筆道・支那字（漢学)」と記載するもの

もここに含めた。

13）記録の中には，生徒の性別や年齢区分，教授iu籍な

どが無記入のものもあるが，これらについては，統

計をできるだけ正確にするため，やむを得ず割愛し

た。

14）塾の開業年代・規模・分布・塾主の年齢などの分析

については，名倉英三郎署『近代日本教育制度の発

達一明治初期における東京の塾の発達』比岐文化

研究所紀要第10巻（昭35）に詳記されているので，

本稿では，これらの分析は割愛する。

15）本稿資料の『東京府開学明細識』(明治六年一｣]）に

は，計１０００塾が集録されている。本稿で「塾」と

のみ記載する場合は，寺子屋と私塾の分類にかかわ

らず，両方を指すものとする。

16）第五番中学区の春暢家塾である。塾主は奥原晴湖

（女）で，学科は支那,lIllmである。教授書籍は四画

・五経・史類と記戦されており，特に女子用という

ものでもない。生徒は１０～13才女１人，１４～16才女

１人，１７才以上女１人で総計女３人である。生徒が


